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平成 28年６月 17日 

各 位 

会 社 名 株式会社エスクロー・エージェント・ジャパン 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 本 間 英 明 

（コード番号：6093 東証第二部） 

問い合わせ先 
取 締 役 執 行 役 員 

管 理 本 部 長 
太 田 昌 景 

（TEL. 03-6703-0500） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 28年４月８日に公表致しました平成 29 年２月期第２四半期（累計）及び通

期連結業績予想を下記のとおり修正致しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

  （１）平成 29年２月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正 

（平成 28年３月１日～平成 28 年８月 31 日）                   （百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当り 

四半期純利益 

前回公表数値 904 116 109 66 16.17 

今回修正数値 1,165 230 230 145 35.45 

増減額 260 114 120 78  

増減率 28.8 98.3 110.2 119.3  

（参考）前期実績 848 263 263 169 42.19 

 

（２）平成 29年２月期通期連結業績予想数値の修正 

  （平成 28年３月１日～平成 29年２月 28日）                  （百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当り 

当期純利益 

前回公表数値 2,018 404 407 280 68.41 

今回修正数値 2,342 534 530 362 88.67 

増減額 324 129 122 82  

増減率 16.1 32.1 30.0 29.6  

（参考）前期実績 1,687 402 403 244 60.24 
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２．修正の理由 

当社グループの業績に影響を及ぼす住宅ローン市場においては、低金利相場を背景とした借換需要の活

況が継続しておりましたが、政府政策によるマイナス金利の導入により一層の金利競争が激化することと

なり、ローン借換件数の著しい増加がみられました。 

このような状況の中、当社グループにおいては、取引先金融機関における取扱件数が著しく増加したこ

とから、当社への委託件数が増加することとなり、エスクローサービスにおけるシステム利用頻度や、BPO

サービスにおける融資関連業務の受注が当初の想定以上に増加しました。 

その結果、第２四半期累計期間及び通期における売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属す

る四半期純利益（親会社株主に帰属する当期純利益）につきましては平成 28 年４月８日に公表しました

業績予想を上回る見通しとなったため、業績予想を修正するものであります。 

 

※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上  

 


